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要約 

ここでは、ガーナの教育における新旧の情報通信技術の導入を概観する。ここで指摘するのは、マルチメデ

ィアの技術の進歩が、教育における ICT の導入を究極的にどのように奨励してきたかということである。し

かしここで問題となることは、これらの新しい技術を学校や大学で導入する教育が、構成主義的な考えに基

づいて、知識とその再生を再概念化する教師教育のカリキュラムの要求に応えていなかったことである。こ

うした議論がないままでは、授業に導入された新しい情報通信技術が、批判なしに知識を伝達していく古い

伝統の教授学習を再び強化するために使用される危険がある。結論として言いたいことは、授業において、

ICT と他のメディア通信の道具によって強化された、新しい専門的な学習のアイデンティティと学習経験に

よって、ガーナ及び他のアフリカ諸国における教師教育カリキュラムが変わるのは間違いないということで

ある。 

 

キーワード：教育改革、ICT、教育学、教師教育、カリキュラム開発、コンピテンシー、児童中心教育 

 

１．はじめに 

過去 25 年間に、ガーナは、公共サービスとし

て、教育を広めることを作り替え向上させる数々

の改革をおこなってきた。しかし、これらの改革

は、カリキュラム改革の一部としてのメディア・

リテラシーを含んだり、取り入れたりすることは

なかった。にもかかわらず、教育へのアクセスと

質を向上するメディア・コミュニケーション・ツ

ールや情報技術の広範囲への利用を意識的に試み

ることが、改革の考え方や計画の一部となってき

た。 2 つの主要なアプローチが教育に導入されて

きた。ひとつは、古いメディア・コミュニケーシ

ョン・ツール（例えば、ラジオ）であり、もうひ

とつは、 近の新しい通信技術（例えばコンピュ

ータ）である。これらの試みから授業を見ること

が必要であり、ガーナの教育の質を向上させるた

めに、この試みの潜在性を考える必要がある。基

本的なこととして、教育における新たな通信技術

の導入から多くのことを得るためには、将来の教

師は、クラスの授業場面で新しい通信技術を使う

ことに精通するであろうから、教育改革は伝統的

な教師教育のカリキュラムを大幅に変更すること

から始めるべきである。アフリカとそれ以外の多

くの文化と同様に、教授学習についての伝統的な

権威主義的な考え方がガーナの教師文化に深く根

付いていた。新しいマルチメディアや豊富な ICT

の教育を教師が吸収して学び、根本的に授業を変

えて初めて、新しい通信技術が教育に効果を発揮

するのである。 

 

２．教育サービスの提供におけるラジオの利用 

植民地時代から 1960 年代の後半まで、ガーナ

にはアフリカのサハラ砂漠以南の地域で 高の教

育システムがあったことが知られている。1970 年

代初頭からの低迷する経済の急激な落ち込みが、

教育システムを低下させた（世界銀行,2004）。ガ
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ーナの教育制度を復活させるために、1987 年に新

しい教育改革が開始され、ラジオが教育を向上さ

せる重要な道具と考えられた。ラジオは、改革前

にも教育放送として使用されていたが、教育実践

家の参加がないために、番組の内容と配信の方法

がお粗末であった。多くの番組が知識の伝達に焦

点を当てており、教師と学習者間の双方向のクリ

ティカルな対話の機会が少なかった（世界銀

行,1989）。公共放送は、1 日あたり 2 時間で、小

学校、中学、高校と教員養成機関を対象にしてい

た。週合計で約 10 時間が、中学高校と教員養成機

関対象に 50 番組に分けられた。一般的にこれらの

学校番組は、少数の聴取者に届いただけなので、

費用効果はなかった。表 1 は、割り当てられた時

間と聴取者を示している。高校生と教師教育の両

方の番組のおおよそ半分が、わずか 7％の聴取率

であった。 

これらの放送の番組（図 1）は、教科内容の教

材を伝えるために、一方向のコミュニケーション

型式を用いて、知識の伝達に重点を置いている方

法を表している。もし、これらの内容が生産的な

学習に貢献しようとするのであったら、学生が教

師と真の対話を行うことを許可し、生徒の理解と

洞察を表わす型式が不可欠であったろう。それに

加えて、授業を行う教師は、放送前にその内容に

関係する学習教材を準備しなければならず、放送

後にも、議論を深めるためや新しい問題の提起の

ためにも、教材の準備をしなければならなかった。 

 

 

表 1 1987 年の教育改革前の初等中等教育向けのラジオ番組              
学年   番組数   聴取可能人数      
小学生 2-4 年  16   200,000-300,000 
中学生 1-2 年  34   160,000-180,000 
高校生 1-5 年  30    20,000-30,000 
教員養成機関 1-4 年  20     2,000-3,000          

出典：世界銀行(1989) 
 

 

図１ 学校ラジオ放送の抜粋 

GBC(ガーナの公共放送)の台本 
学校放送 - 生活技術シリーズ 
第 5 課 
教師：みなさん、おはようございます。今日は授業の前に簡単なテストをしましょう。ペンと紙を用意し

てください。足りない語句を「…」に補って次の文章を完成させなさい。 
 
・あなたの体のサイズと肌の色とあなたの身長は、両親からの「遺伝」を示す可能性があります 
・あなたが見たり行動したり考えたりすることが全て一緒になって、あなたの性格「…」を作る。 
 
さて、みなさん、今日のわたしたちのトピックは、わたしたちがガーナで食べる食料がどこで取れるかで

す。食料の一部は特定の地域で育ちます。たとえば、きび、米、ギニアトウモロコシは、ノーザン州と 2
つの北州（アッパー・イースト州とアッパー・ウエスト州）でとてもよく育ちます。 
 
たとえば、キビからつくられる料理がトゥオ・トサフィとフーラです。 みなさん、ギニアトウモロコシか

ら少なくとも料理をひとつを考え、ノーザン州で栽培された米から料理を 2 つ考えられますか。それに加

えて、食料としてのギニアホロホロチョウや他の鳥がいます.. . 
 
さて皆さん、皆さんがいる地域で栽培されるすべての食品のリストと、あなたのお母さんが市場でも買え

る食品のリストを作りなさい。それらを、私たちが今話した、次の 3 つの種類に分けなさい。 
1)成長食品、2）保全食品、 3）カロリー食品 

（世界銀行,1989：付録 11-2）
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放送には教師用のガイドと生徒用のワークブッ

クがついていたが、放送前にガイドが用意されて

いた学校は少なかった（世界銀行,1989）。したが

って、授業に実用的な知識を伝える以上の効果が

ある番組はほとんどなかった。ラジオ番組の限界

にもかかわらず、1987 年のガーナの教育改革は、

まだこのメディアを学校と大学への教育コースに

使おうとする熱意があった。教育改革者の言い分

は、これまでの番組は、カリキュラムの専門家、

教師、または関連団体（例えば、科学数学教師協

会）からの助言がなかったということであった。

こうした人々は、ラジオに適する教材や、効果的

に送信できる方法をアドバイスできた人である。

教師が、あるトピックを教える時に、問題の理解

を深めるためには教科の専門家が必要なのに、そ

れが難しい場合に、その専門家の代わりとして学

校ラジオ番組を使うことが考えられた。もともと

教育改革者は、ラジオを新しい教育改革の 3 つの

主な目的―直接的教育ツール、学習リソース、従

来の教育を豊かにするための媒体―を提供するも

のと考えた。しかし、これらの目的にとっては、

ラジオには限界があった。新しい教育方法を議論

し、教師にプロデューサーへの質問を書かせるよ

うにした番組もあったが、大半の番組は依然とし

て、一方的に教えるものであり、クリティカルな

ものでもなかった。時が経つにつれ、基礎教育の

改革を支えるのは主に自営のための教育と地域の

発展である、という考え方を広めるために番組が

使用された（開発銀行：詳述 1989）。その後、高

校生への番組は廃止され、教育への大部分の新規

投資が行われた小学校に、より多くの放送時間が

割り当てられた。 

学習者の背景と学習者の経験が重要であり、そ

のことを示すためにはインタラクティブな授業の

ディスコースを表わす必要があった。しかし、ラ

ジオはこうしたことには 適なツールではなかっ

たために、教育プログラムを送信する時に、ラジ

オの使用に限界があったのである。新しい情報通

信技術が、知識にアクセスする新しい機会を提供

し、この知識の多様な使い方を創造する時にも、

こうした問題はまだ残る。技術を越えたところで、

学校や教員養成機関での既存の教師中心の専門文

化が深く存在するために、情報通信技術を利用し

て利益を 大にできる教師の能力は強く制限され

たままである。新たな情報通信技術の試みを議論

する前に、1990 年代初期からの民主主義改革が、

ガーナの教育におけるマルチメディア・コミュニ

ケーション・ツールの活用する場面を、どのよう

に設定したかを考える必要がある。偶然にも、こ

の期間は、政治的転換が行われ、より開かれた社

会に向かっていく多くのアフリカ諸国における、

一般的教育改革の時期でもあった。したがって、

アフリカの国々では、独裁的な政治体制が解体す

るときに、メディアと情報通信技術がより身近な

ものとなって、その社会の民主化を助けるために

出現することは驚くことではない。 

 

３．教育におけるメディア・情報通信技術上での

民主主義による自由化の影響 

ガーナは、他のアフリカの国と同様の政治的混

乱を経験した。1957 年の独立後、希望につつまれ

た政治的経済的なスタートを切ったものの、次々

に起こったクーデターにより、ガーナの社会では、

自由が縮小され、沈黙の文化が作られた。その結

果、言論の自由と民主的統治が深刻な打撃を受け

た。民主的な統治は、ジェリー・ローリングス空

軍中将が 1982 年の軍事クーデターで権力を手に

入れた後に再登場し、1992 年の新憲法において、

大の社会的政治的改革が行われた。 

この新しい憲法は、新しい報道の自由への道を

開き、民間の新聞や雑誌、テレビ、ラジオ、放送

を増やし、ビデオ映画制作と上映を増やした。

1970 代の不況から回復した時に、世界銀行とユネ

スコのような国際的な他の開発機関に主導されて、

教育への投資が復活した。投資は、基本的には教

育における施設とインフラストラクチャを改善す

るために行われ、初等教育から始められ、徐々に

中等教育と教師教育部門に拡張された。 1987 年



121 
 

の教育改革には、次の 3 つの目標があった： 

・教育の全てのレベルに、アクセスを平等に

広げること 

・教育的な効率と、その有効性を向上させる

こと 

・問題解決、環境への配慮、職業や技術訓練

や一般的なスキル・トレーニングに関心を

高めることに、教育を結びつけること 

大きな変更は、12 歳から 17 歳までの教育を再

構築することであり、これは、基礎的な教育への

アクセスと学校のインフラと教材の質と量へのア

クセスとを改善するための余地を生み出した。基

礎教育は、6 年間の小学校教育と 3 年間の中学校

教育の 9 年間の教育として新しく構成された。学

校のカリキュラムは、より実用的な科目を含むよ

うに改訂され、1995 年には、「基礎教育義務化・

無償化・普遍化プログラム」（FCUBE）の改革が、

主に教育の質の問題に取り組むために導入された。

教育の評価と影響の研究から明らかになったこと

は、1987 年の教育改革と FCUBE が教育の低下を

反転させて上昇することに成功した―1987 年から

2003 年まで、初等教育の登録者が 10%以上増加し

た―が、教育の質を改善のためには困難があった

ということであった（世界銀行,2004 年）。1990

年代後半から、イギリスの国際開発省(DFIF)のよ

うな援助機関によってサポートされていた数々の

介入は、新しい指導要領と教科書とガイドを導入

した。 近の民間/公共のパートナーシップは、教

育成果を改善する取り組みの一環として、教育の

主流として ICT を導入することに参加している

(GOG2002; MOE,2008)。1992 年制定の憲法は、

自由で民主的な統治を導入し、公教育で生徒中心

の学習を強調する取り組みを援助するために、国

内及び国際的なレベルの民間セクターを奨励して

きた。こうした援助は、学校のインフラや設備へ

の投資で、 近では中等教育と職業技術学校のコ

ンピューターラボを作った。こうしたことは、生

徒の学習経験を変換し、世界経済をけん引する技

術に生徒が参加するための先駆けであり道具であ

ると考えられる。 

 

4.教育における ICT：教育の質を改善するための

万能薬か、それとも教育の古い伝統を強化するも

のか？ 

ほぼ例外なく、ガーナの全ての教育セクターは、

ICT の授業への導入を目指してきた。ICT は学校

改善のためのインフラとして人気がある。この種

の顕著な開発は、ユネスコや NEPAD のような政

府間あるいは国際企業の民間セクターとのパート

ナーシップで起こるのである(MOE,2008)。 

 

・ガーナ e スクールとコミュニティのイニ

シアティブ（ GeSCI ）は、教育省と

ORACLE と CISCO コンソーシアムが共

同開発して、NEPAD の e スクールが主導

する事業である。これは 10 州のうち 6 州

で実施されている。参加している学校には、

25 台のコンピュータが、衛星インターネ

ットに接続され、e ラーニング用の 新の

機器がコンピュータ教室に設置されてい

る。 
・2007 年初頭にユネスコの指導の下で、

ガーナ国家委員会から 38の教員養成大学

に 400 台のデスクトップ・コンピュータ

が提供された。 
・オンラインポータル「skoool.gh」と DVD
による中学校と高等学校の数学と科学の

教授学習の資料が、インテルとの共同事業

で開発されて、2008 年に発行された。 
・ICT リテラシーが、初等中等教育と職

業教育のカリキュラムに導入されている。

カリキュラムの多くはコンピュータのス

キルに焦点を当てている。 
・2007 年の教育改革のために、新しいシ

ラバスが CD-ROM 化されて、全ての地域

と学校に配布された。この CD-ROM は

ICT リテラシーを含んでいる。 
 

教育の ICT をサポートするためのキャパシテ

ィー・ビルディングという取り組みが強化されて

きた。例えば、国内の 38 の教員養成大学における

101 人の ICT の指導者が、学習の マイクロソフ

ト・パートナー(PIL)プログラムの下で、教授＝学

習過程における技術を統合する方法の研修を受け

ている。ガーナ教育サービスのカリキュラム研究

開発部門とケープコースト大学とウィネバ大学

（ガーナの高等教師教育機関）からの 14 名のスタ

ッフと職員が、デジタルカリキュラムとコンテン
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ツ開発について研修を受けている。教育 ICT プロ

グラムユニットが教育省に設立され、高等学校の

550 人の ICT 教師と 50 人の学校査察官が研修を

受けてきた。また、小学校と中学校の教員あわせ

て 50 人が、ユネスコ・ネット・プログラムと呼ば

れるプログラムの下で、教授学習における ICT の

利用について研修を受けた (MOE,2008)。 

これらの全ての開発で目立っていたことは、教

育目的のために、新技術を使用する研修に重点が

置かれていることであった。しかし、これが成功

するかどうかは、学習とは本質的に知識の受動的

吸収であると考えている教師の教育文化を変更す

るために、ICT を教育の道具としてどのように効

果的に組み合わせるかにかかっている。ICT が学

習を深められるかどうかは、問題解決スキルと学

ぶためのスキルの開発をサポートできるかどうか

である、ということがよく言われる。しかしこれ

は教師と生徒が相互作用を深め対話の関係を通じ

てのみ達成することができる。 

いったん、デジタルインフラとそれに付随する

物流が、ガーナやアフリカの授業に入ると、他の

アフリカ地域と同様に、授業における教師と生徒

のアイデンティティが学習成果として生み出す利

益を 大にしようとして、新しい試みが出てくる。

しかし、特に変更する必要があるのは、知識につ

いての既存の態度と理解であり、知識がどのよう

に獲得されるかである。教師と生徒が、単に知識

を伝達するためのツールではなくて、自分の経験

や世界的な視野を反映する新しい考えを作成する

ためのツールとして、これらの新技術をみなすか

どうかは、ICT で強化された教育が学校と教師教

育のカリキュラムの中にどのようにうまく統合さ

れるかによる。 近のガーナの教育政策の取り組

みにおいては、教育目的のために ICT にアクセス

することが主流であるにもかかわらず、「人々は思

考と経験の相互作用によって学習する：つまり行

いながら考えることが学習の本質なのである」と

いう構成主義的な概念に強く組み込まれて再概念

化されたものとして、教師教育のカリキュラムに

焦点を当てているものは多くない(Stuart & al., 

2008）。 

  今までの知識伝達を指導する実践と態度は、授

業に新しい技術を導入することで、簡単に変更さ

れるものではない。根本的に変わる必要があるも

のは、教授学習の方法と知識の扱い方を定義する

カリキュラムであるプライアーとエムピア

(2003,p.6)が簡潔に説明している。「ICT 利用を成

功させるためには、アクセスの問題の次にまた壁

がある。それはハードウェアやインフラよりも、

態度や理解である。新しい指導法と指導者と学習

者との新たな関係を導く環境の存在が、考慮され

るべき要因である。いくつかの例を取り上げると、

多くの新しい情報がインターネットを通じて学習

者に到達しても、伝統的に決まった学習方法を通

して処理され、記憶されて暗唱される必要がある

とする事実がある。――そこからはあまり多くは

得られない。教師が、国際的なギャラリーや美術

館の Web サイトで、美術教育の資料を見つけて、

それを授業で利用すると、ネットで利用できない

ものよりも、その芸術の形式（具体的な仮想サイ

トで見つけたもの）が成文化され強化されるであ

ろう。ブリタニカ百科事典はインターネットや

CD-ROM からアクセスできるが、口承の歴史や民

話のような情報にはアクセスできない。したがっ

て、ブリタニカ百科事典のようなものが学習のた

めの基盤として強化される。（中略）様々な形態の

知識の地位と価値が、重大な政治的文化的論争の

対象となるので、これはアフリカの状況において

特に重要な問題である。」 

したがって、はっきりしていることは、学校の

カリキュラムの内容がどのように構成されている

かということと、そのカリキュラムが新しい通信

技術を教育で使って学習経験の価値を向上させる

程度を決めているというその内容を、教師と生徒

がクリティカルに評価するためにはどのような能

力が必要かということである。アフリカの多くの

学校で、依然として実施されている教師中心でク

リティカルでない学習文化から、移行するために、
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メディアと豊かな ICT、あるいは豊かな教育にお

い て 教 師 を 研 修 す る 重 要 性 が 出 て き た 

(Pontefract and Hardman, 2005; Akyeampong 

& al., 2006; Tabulawa,1997)。 

 

５．アフリカの授業で文化を伝えることを理解す

る 

サハラ砂漠以南のアフリカにおいて、授業での

先生のイメージは、通常は、受動的学習者として

の生徒へ、講義中心の教授の過程を通して、知識

を 分 配 す る 権 威 主 義 教 育 指 導 者 で あ る

(Akyeampong & al., 2006)。教育における新たな

情報通信ツールが、この国の文化を変える見通し

を示しているものの、この変化を持続させるため

には、教師と生徒が、同様に情報や知識をどのよ

うに変更させるかによる。アフリカの多くの学校

で、授業でのディスコースをよく知っている人は、

授業が講義中心の形式であることに気づいている。

教授行動がこうしたものになっているのは、学校

の教科書の内容のためである。教科書は、生徒が

機械的に学び、試験で再生する知識の習得に重点

を置くからである(Kanu,1996)。小学校教師は、

自分たちの教育責任のうち 重要なことは、実用

的な知識を伝えるものであり、生徒の役割は教師

が与える知識を身につけることであると考える。

労働市場に労働力を提供するために生徒を選抜す

る、という試験文化と結合した学校の見方が、多

くのアフリカのシステムにおいて、行動主義に基

づく教育の現場を支えてきた。「行動主義」の概念

は、教授において教授者中心モデルに密接に関連

しており、基本的に、教師が何を学習するかを決

定し、生徒にどのように学ぶかを伝え、能力テス

トとして、知識の再生や応用問題に重点を置いた

ものである。同様に、親は、学校の成功を、教師

によって分かち与えられた知識を獲得し、試験の

ときにはそれを繰り返す能力を身につけているか

どうかで判断してきた(Tabulawa,1997)。そのよ

うな教授学習文化の中では、教育の中にメディア

と ICT が入ってきても、その新しい技術は、生徒

が「意味を積極的に構築する」ことに多くを費や

すという学習のコンテキストには使われなかった

(Hopkins,2002：35)。したがって、メディアと ICT

は、知識を非クリティカルに伝達するためのツー

ルとして使われることに陥る可能性がある。 

 教育にとって、技術革新は新しいことではなく、

単にメディアと ICTを教育に導入するだけで構成

主義の学習が出来るわけではないという指摘は重

要である。新しい技術は、生徒が、実行し、フィ

ードバックを受け、新しい知識と理解を改良し構

築することによって学ぶ環境を作るためのツール

として使われるべきである。メディアと情報通信

ツールの使い方を学ぶことと、学習のためのツー

ルとしてそれらを使用することの間には違いがあ

る。この理解が重要だが、しばしばアフリカ政府

の教育改革では混同されている。技術のハードウ

ェアに多くの投資が行われ、「ソフトウェア」の改

革への投資は少なかった。ソフトウェアは、ICT

をサポートするためのカリキュラムの素材と教師

教育を再概念化するものである。ICT はクリティ

カル・シンキングと学習の教材として使うための

ものであった。実質的には、教室の学習環境にお

いて、学習者同士や教師が、よりインタラクティ

ブにかかわる能力を作ることが強調されるべきで

ある。インタラクティブな教育方法が、ソフトウ

ェアとハードウェアの設計に組み込まれることで、

メディア情報リテラシーの価値が上がる。しかし、

重要なことは、全ての ICT 製品がこの機会を提供

するわけではないことであり、教師と生徒がクリ

ティカルで内省的な方法で知識や考えを扱うよう

に訓練されて初めて価値が生じることである。 

授業実践におけるアフリカの教師の役割と能力

についての研究では、授業のアイデンティティを

形成する要因は、経歴と教師歴であることを明ら

かにした（Lewin & Stuart,2003; Wideen & 

al.,1998）。それは、教師教育で教師がどのような

新しい情報通信技術に接するかは、その教師が授

業でどのように ICTを操作するかが決め手になっ

ていたからである。教員研修カリキュラム内では、
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ICT に基づく教授法が教授と学習と評価について

深い理解を促進するために使われる、という決定

が、授業で ICT の使用を改善するための重要なス

テップとなる。ガーナの初等中等教育における教

師教育カリキュラムが示したことは、教師は非常

に表面的な、または限定された導入手段しか手に

しておらず、特にカリキュラム全体と統合させる

ことが弱いことを示した。(Akyeampong,2004; 

Ampiah & al., 2002)。しかし、アフリカの教師が

次のことを認識する力を持っている明らかな証拠

がある。自分たちの授業では、構成主義的学習が、

授業で新しい技術を利用する可能性を間違いなく

高め、それが学習への構成主義アプローチにつな

がるということである。アキインポンと同僚

(2006)は、INSET のワークショップで、50 人の

ガーナ人教師の学習と教授と評価についての理解

を調べて、次のことを明らかにした。教師が知ら

ず知らずのうちに知識伝達の理論モデルに基づい

て学習を定義していたにもかかわらず、これらの

教師が、子どもたちが実際に社会的相互作用やア

イディアへの疑問を通して学んでいるという授業

の状況をイメージすることができたということで

あった。研究者達は、いままでの教師経験として

構成主義教育を受けたことがはっきりしない教師

までも、構成主義の学習を認識することができた

点に注意した。メディアと ICT によって豊かにさ

れた教育学は、教師が生徒の学習の足場をつくり、

クリティカルな対話と疑問を持つ実際の授業のエ

ピソードをとらえるために、ビデオや CD - ROM

などのメディアを使用することで、これらの経験

を確認できるのである。新しい情報通信技術（コ

ンピュータ、CD-ROM、ビデオ、デジタルカメラ）

が、知識についての多様なイメージと異なる視点

と理解を表わすので、その技術が、現在多くのガ

ーナとアフリカの学校で使われる非生産的な教育

に対抗するため、適切な教育実践の開発に使用す

ることができた(Pryor & Ampiah,2003)。 

従来の上からの教育は、アフリカの多くの教師

の専門文化に深く根差している。この事実が課題

となってきた。「児童中心主義」などの進歩的な教

育方法は、子どもたちに考えさせる実践であり、

その成功はこの国の文化では限られている

(Tabulawa,1997)。この状況は、学校の教科書や

カリキュラムやシラバスの書き方では救えない。

ほとんどの場合、こうした文書では、アフリカの

多くの教室で、規範化され権威的に構造化された

教授学習において、非探究型の形式と言語で書か

れたものが妥当であるとされた。アフリカの教師

が、州から供給される教材を離れて、参考資料に

アクセスすることは限られている。したがって、

教育改革は、教科書供給を増やすための投資に多

く焦点を当てている(Windham, 1988；Lockheed 

& Hanushek,1988)。また、それには十分な理由

がある。教科書は生徒の 8 人に 1 人が持っている

だけである(Fobin & al., 1999; NEIDA, 1992)。こ

うした状況を向上させることが、アフリカの多く

の教育システムにとっては大きな課題となってい

る。たとえば、ある調査では、アフリカは、2000

年までに印刷媒体の教材のために13億9千万ドル

が必要であったが、輸入できたのはたった 6 億

2570 万ドルであった(NEIDA,1992)。しかし、良

いニュースもあった。知識と教師の役割について

のアイデンティティであった伝統的な価値観が、

グローバリゼーションと新技術の導入によって影

響を受けていたことである。すでにグローバリゼ

ーションは社会の見方とそれを示す方法を変更し

てきている。それゆえに、教育における新しい ICT

と他のメディアツールとその利用は、アフリカの

教育システム内で、仕事と知識の生産を変えるた

めに、真の機会を提供するのである。特に、この

社会がグローバルな技術を採用して、アフリカの

文化的アイデンティティを保ちながら、異なる社

会的文脈で、知識の価値と意味と応用についてク

リティカルな対話をするときに、その技術を使う

ことができる。 

 しかし、ガーナ人の教師教育カリキュラムへの

大きな変化が、授業の中で、メディアと ICT によ

って豊かになり強化された教育の価値をより深め
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るために必要とされている。教師教育の改革者は、

大学での教員養成を変える教師教育のカリキュラ

ムでは難しいものの、より創造的となることを求

められる教師教育のカリキュラムに取り組むため

に、そうした教育がどのように使われるかを調べ

る必要がある。 

 

6. 教育において効果的なメディア・ICT の活用が、

教師教育のカリキュラムを再概念化すること 

ガーナにおける1987年と1995年の教育開発の

プラスの影響の結果として、小学生と中学生の就

学率が、有資格者の教師の供給率を上回り、無資

格の教師が増えてきたことである（表 2）。教育の

専門性として無資格の教師の問題に対処するため

に、対費用効果として、遠隔教育に注意が向けら

れた。このアプローチのもうひとつの魅力は、こ

うした教師は学校で教えながら、遠隔教育の教材

とチューターとの対面の接触を一緒にした訓練を

受けられるということである。 

 
 
表 2 ガーナ：教師資格者の割合                                        

2003/04   2004/05   2005/06  2006/07  2007/08  
国立小学校   73.9     72.4      70.8     62.1     59.4 
貧しい子どものための小学校 55.3     53.2      55.9     42.8     37.2 
国立中学校   84.2     83.5      85.5     77.2     76.4 
貧しい子どものための中学校 75.9     73.9      77.7     64.2     62.9   
出典:MOESS(2008), 単位は% 

 

2004 年にイギリスの国際開発部門(DFID)から

の援助を受けたガーナ教育省の教員養成課は、

ICT を使って、無資格の教師を遠隔でサポートす

るためのプログラムを採用した。その目的の中に

は、対象となった教師がプログラムの価値につい

ての関心を高めるために、マスメディアの情報ツ

ール（ラジオや TV）を使うことがあった。そのプ

ログラムはまた、研修のための教材や情報が、電

子的に発行されることで、教師にどの程度広く利

用されるかも調べていた。教員養成大学にはまた、

授業のデモンストレーションと遠隔授業実践を記

録して資源の蓄積をするビデオやオーディオの施

設と同様に、IT も設置されていた。それに加えて、

教師と大学のチューターは、教授のためのマルチ

メディア教材を開発するスキルを訓練されていた

(MOEYS/GES,2004)。プログラムのデザイナーに

よると、これらの方略によって、研修は、教授の

実践的な問題に取り組み、理論と実践の間のギャ

ップを確実に埋めている。例えば、遠隔授業の実

践のビデオでは、教授における専門的理論が重要

であると考える「専門家」たちが、子どもたちの

学習要因について議論していた。この議論を見る

ことで、教授についてのリアルな討論の様子を得

ることができた。この試みは、アイディアとして

はいいが、実用的な効果はなかった。研修の構成

と内容は、伝統的な教員養成大学ですでに実施さ

れていることの後追いであった。この計画は進行

中であり、これまでのところ、主に対面式のやり

とりで、遠隔教育の教材を補助として、15,000 人

の教師を訓練している。開発に伴う問題のひとつ

は、その背後にあるアイディアが外国で作られ、

自国の実践者に販売されたことである。外国の専

門家も自国の実践者も、過小評価していたことは、

開発に求められていた実践的で概念的な変化が教

師教育の政策と実践を広範囲に根本的に変えてし

まうことであった。 

教師教育をこの方法に変更するために、ICT の

可能性は否定しないが、実施上の問題が常に過小

評価されている。対処すべき主な問題は、セット

アップのコストと人的資源の能力であり、より重

要なのは効果的な配信である。その配信には、学

習の構成主義的な原則によって支えられた訓練を

大きく現代化することが要求されるのである。実

際に、知識を無批判に伝えることに重点を置いて

教えることから、教師の学習において、協働的で

探究に基づくアプローチを強調することに学習観
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を変えることになる。これはまた、学習の責任の

バランスを、教えることから教えられる側にシフ

トすることである。これは、教えるための学習と

教えるためのレディネスについての知識において、

より良い成果を得るように、訓練プロセスを豊か

にするための ICTの活用を含む広い範囲のリソー

ス材料が使われることによって達成される。 

メディア・リテラシーと教師教育学に関する文

献の中では、教師教育についての研究者は、教育

理論と教授の実践とのインターフェイスについて

多くの研究を行い、教師の専門的な効力を強化す

るためのものとして、教師が教えている状況をよ

り深く理解することを目的とした教授のための学

習モデルを求めてきた (Wideen & Grimmett, 

1995)。ビデオやオーディオ機器やインターネット

へ接続したコンピュータのような 新の通信機器

の導入は、ある授業の文脈において、教授学習理

論の意味と応用を探索するための材料になりうる

専門的な学習経験を、実際に非常に広い範囲に提

供することができる。しかし、それは、大学のチ

ューターと無資格の教師との、より対話的な専門

的な関係を鍛錬することを必要とする。彼らは、

正確にいうと初心者ではないが、いくぶん専門的

で社会的な資本を持つようになる。ガーナの教師

教育における ICT の導入は、次の基礎的な問題を

明らかにしていない。どのような教師教育がメデ

ィアと ICT を奨励し、どのようにカリキュラムが

デザインされ、教師教育者が、ICT と他のマルチ

メディア・ツールを使用して専門的な学習経験の

質を高めるために、どのように訓練されるのか？ 

無資格の教師のために、ICT で強化された遠隔

学習のプログラムを使うことが成功するカギは、

理論と実践のギャップを埋めるためのトレーニン

グを効果的に組織することである。これは、有効

かつ分権的な配信や管理やサポートと同様に、イ

ンフラの投入に依存している(Mattson,2006)。ガ

ーナの場合、遠隔教師教育プログラムが主に印刷

教材に依存していることは、これらのチャレンジ

が過小評価されていることを示す。研修過程では、

電子メディアは与えられた以上の重要なものと考

える必要がある。また、教師学習と ICT とマルチ

メディア・ツールを使用して生成される教材を専

門的に開発することをつなぐために、技術がどの

ように求められるかでもある。現時点では、ガー

ナでは、無資格の教師のための教師教育プログラ

ムが、トレーニングのパターンとして好まれてい

る印刷物と対面訓練の両方に頼って進められてい

る。ICT が、豊かな研修過程を提供し得る機会を、

基本的には具体化していないのは、ガーナの教師

教育の存在基盤が、深層レベルにおいて、教授に

おいて経験的または実用的な専門的知識への理解

と、教師をその理解の中でどのように育成するか

ということを表わすためのものとしては変化して

いないからである。 

2002 年にガーナの教育改革の主要なレビュー

レポートが、大統領委員会によって作られた。そ

れは教育の ICT 利用について 12 の勧告とそれを

実行するための 5 つの方略を含んでいた

(GOG,2002)。重点は、教師研修とチューターと教

育職員に、教授学習のための技術を使用すること

で、そのために、教育において ICT の供給を増や

すことに置かれた。授業の教授学習において、活

用のための需要を増やすためには、学校や教師教

育のカリキュラムに関係する領域を再構成するこ

とが重要であるが、それについては、この非常に

重要な政策文書には何も書かれていなかった。残

念なことに、これがアフリカの教育システムにお

いて ICT と他のメディア・コミュニケーション・

ツールを導入する多くの政策やプログラムに典型

的なことである。 

 

7. 結論 

この論文で議論してきたことは、ガーナを例と

して、教育において ICT を導入する 近の試みの

多くが、教師教育カリキュラムの内容と配布への

根本的な変化を支えていないということであった。

このことが、同様の改革に着手したガーナと他の

アフリカ諸国間において、新しい技術が、学校の
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授業の学習経験をどのように効果的に変えるかと

いうことの鍵となる。教育改革者は、立ち止って、

教育においてメディア・ICT の教育を促進し、ま

たは変化を期待するのはどんな価値観や能力なの

か、ということをより慎重に考える必要がある。

これが達成された後に、 広いシステムの変更が適

切に企画されて、教育における ICT が、アフリカ

で、より広い社会的経済的発展を促進することが

できるのである。変化がもたらすべきものは、ICT

やその他のメディアのコミュニケーション・ツー

ルが授業の中で促進しようとする新しい専門的な

学習のアイデンティティと新しい学習経験である。

ガーナの教育改革において、このような理解が不

足しており、おそらく同じ状況が ICT とその他の

メディア・コミュニケーション技術を教育に導入

しているアフリカの多くの教育システムに存在す

るであろう。 
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